
 表 生息環境・希少カテゴリー別京都府レッドデータブック種(( )< >は2012年改訂案)  
 

  海域・海岸域・離島  河川・池沼・ 

 ヨシ原 

 水田・畑地・草地 

 ※巨椋干拓地など 

 山地・山林 

 ★芦生・鞍馬など 

 他(都市緑地等)  

 絶滅寸前種 

 極少＋減少 

   ８種→８種 

 オオハクチョウＷ 

 カンムリウミスズメＢ 

 カラスバトＢ 

  ウズラＷ (猟禁)  ミゾゴイＢ★ 

 イヌワシ(Ｂ)？ 

 コノハズクＢ★ 

 ブッポウソウＢ 指 

 

 絶滅危惧種 

 極少:極 

  または 

 少数+減少:減 

   49種→48種 

ヒメクロウミツバメＢ極 指 

 クロサギＢ          極 

 ミサゴＢ            極 

 オジロワシ Ｗ       極 

 ハヤブサＢ          極 

<クロガモ Ｗ       極> 

 ヨシゴイＢ    減 

 チュウヒＷ    減 

 クイナＷ      減 

 シロチドリＢ  減 

 ソリハシシギＴ極 

 ホウロクシギＴ極 

 コアジサシＢ？ 極 指 

 ヤマセミＢ    減 

 ハイイロチュウヒＷ※ 極 

 コチョウゲンボウＷ※ 極 

 ヒクイナＢＩ       減 

 タマシギＢＩ        減 指 

 トウネンＴＩ         減 

 ヒバリシギＴ※Ｉ    減 

 オジロトウネン Ｗ   極 

 ツルシギＴ          極 

 コアオアシシギＴ※  極 

 オグロシギＴ        極 

 オオソリハシシギＴ 極？迷？ 

 ハリオシギＴ        極 

 ツバメチドリＴＩ    減 

 コミミズクＷ※      減 

（チョウゲンボウＢ   極） 

（コウノトリ Ｂ 極） 

 ハチクマＢ        減 

 オオタカＢ        極 指 

 ツミＢ            極 

 サシバＢ          減 

 クマタカＢ        減 

 ヤマシギＷ      極(猟禁) 

 アオシギＷ        極 

（マミジロB        極） 

 トラフズクＷ      極 

 オオコノハズクＢ  極 

 ヨタカＢ          減 

 アカショウビンＢ★極 

 オオアカゲラＢ★  極 

 サンショウクイＢ  減 

 コサメビタキＢ    減 

 クロジＢ★        極 

 ヒメアマツバメＢ 極 

 コムクドリ Ｔ   減 

 準絶滅危惧種 

 少数:少 

   または 

 減少:減 

   45種 

  →50種 

 オオハムＷ          少 

 コハクチョウＷ      少 

 シノリガモ Ｗ       少 

<ヒメウＷ 少> 

<ホオジロガモＷ 少> 

<ミコアイサＷ 少> 

 カイツブリＢ  減 

（トモエガモＷ  少） 

 オオバン Ｗ   少 

 イカルチドリＢ少 

 キアシシギＴ  減 

 イソシギＢ    少 

<カワアイサＷ   少> 

(ツリスガラＷ   少) 

(ハマシギＷ 減) 

 チュウサギＢ        少 

 シマアジ Ｔ         少 

 ノスリＷ            減 

 チゴハヤブサＷ      少 

 ムナグロＴＩ        減 

 ウズラシギＴ※      減 

 アオアシシギＴ      少 

 クサシギ Ｗ         少 

 チュウシャクシギＴ※Ｉ減 

 チュウジシギＴ※    少 

 オオジシギＴ※Ｉ    少 

 セイタカシギＴ      少 

 コクマルガラスＷ※  少 

<タゲリＷ     少> 

 ハイタカＷ        少 

 ヤマドリＢ        減 

 カッコウＢ        少 

 ツツドリＢ        減 

 アオバズクＢ      減 

 フクロウＢ        減 

 アリスイ Ｗ       少 

 アカゲラＢ        減 

 トラツグミＢ      減 

 （オシドリＢ       少） 

 クロツグミＢ★    少 

 ムギマキ Ｔ       少 

 サンコウチョウＢ  少 

 ゴジュウカラＢ★  少 

 ハギマシコＷ      少 

イスカ Ｗ         少？ 

(アオバトＢ        少) 

（ジュウイチＢ     少） 

 （コルリＢ★      少） 

（キバシリＢ★     少） 

 

 

 

 ササゴイＢ      少 

  

 要注目種 

 (営巣地少数) 

   ２種→２種 

 オオミズナギドリＢ 

ウミネコＢ 

    

計104→108種  

 ) 

 13種→17種  14種→17種  30種→31種  43種→40種  ４種→３種 

 

 改訂案の種は<  >か( )で囲んでいる。< >は2002年時点で対象種とすべき種だったが検討していなかった種。（  ）は、季節移動型の変更、個体数レベルの変更 

 などがあった種。 

  迷行種と扱うことで削除する種（オオマシコＷ）(コイカルＷ) (ホシガラスT)(←毎年どこに出現と言えないため) 

  準絶滅種から削除する種(イワツバメＢ  ←少でなく非少のため) (タカブシギＴＩ   減でなく非減であるため) 

  ？は検討の余地がある情報 

 

京都府確認種 から 多数種、迷行種(定義あり)、情報不足種を除いた種を判定対象種とする。 

対象の個体群 Ｂ：府内繁殖個体群 (Ｂ):繁殖期行動圏の一部 Ｗ：越冬個体群 Ｔ：通過個体群 

水田・畑地・草地における※印：規模の大きい農耕地・府内では巨椋干拓地などに限定して出現する種。 

山地・山林における★印：芦生・鞍馬・八丁平・久多・比叡山・愛宕山・大江山・青葉山など(自然度が高く規模の大きい山林)に限定して出現する種。 

Ｉ：岩倉に1970年代(まだ水田が広がっていた)に確認されたものの、近年姿を消した種(高田,2000)。 

指 ： 指定希少野生生物に指定の５種 

猟禁 ： 狩猟鳥だったが禁止対応がとられた種 

個体数や分布のパターン 1)極少、2)少、3)少なくはない  減少のパターン 1)減少、2)減少はしていない 

希少性判定 絶滅寸前種(極少かつ減少)、 絶滅危惧種(極少ないが減少はしていない、か、少なくて減少)、準絶滅危惧種(少ないが減少していない、か、少なくはないが減少している) 


